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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2022 年 3 月 12 日 

      再開発勉強会有志 

【かわら版第 26 号】   

ロシアのウクライナ侵攻から学ぶこと 
 

        
ロシアによるウクライナへの侵攻が突如として始まりました。 

ウクライナ市民の平和な生活が外部の巨大勢力により一夜にして脅

かされることとなり、多くの市民が住み慣れた土地を追われることとな

りました。極めて理不尽ですが、これは決して他人事ではありません。 

何故なら、意外にもそこには再開発問題との共通点が多いこと

に気付かされるからです。ウクライナ問題から学ぶことは多く、ぜひ 

私たちも今回の不当な侵攻劇を「他山の石」としたいものです。 
 

（A さん） 

突然、ロシアのウクライナ侵攻が始まったな。大変なことだ。 

地球の裏側のことなのに、なんだか「身近な問題」のような気がする。 
 

（B さん） 

「ウクライナの領土も不動産！」。そう考えると、強引に土地を奪おう

とするロシアを「悪徳不動産業者」に見立てることも出来なくはない。 
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（A さん） 

なるほどね！どうりで「身近な問題」に感じるわけだ。確かに 

ロシアを「再開発事業者」に置き換え、 

ウクライナ領土を「再開発区域」に置き換えてみたら、 

ウクライナ情勢は、まるで再開発事業の焼き直しのようだ。 

さすがに再開発で「武力攻撃」はないが、両者は構図が似ている... 
 

（B さん） 

それにしても、なぜウクライナは突然侵略されてしまったの？  
 

（C 氏） 

最大の理由は、ウクライナが NATO に加盟しておらず「集団安保体

制」が確立されていなかったからだと言われています。 

私たちが目にしたのは、正義や正論とは無関係に、「強者」は利権

目当てで力ずくでも「弱者」（＝市民）の「財産」と「人権」を奪い

に来ることがあるという国際社会の現実です。私たちも国際社会の

一員である以上、この現実をしっかり受け止めなければなりません。 
 

（B さん） 

その現実から得られる「教訓」って、具体的にはどういうことなの？ 
 

（C 氏） 

地権者も今後は「集団防衛」の体制作りが必要だということです。 
 

（A さん） 

NATO のように地域間で「集団安保体制」を作れと言うことか？ 
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（C 氏） 

そうです。再開発も国際政治の舞台と同様に「弱肉強食」の世界で

すから、狭い区域内で知識と経験に劣る住民がいくら頑張っても、 

百選錬磨の再開発事業者が相手では対等な交渉は望めません。 

ウクライナで起きたことを見れば、私たちが何をすべきか明らかです。 

それは各地の住民団体が集まり「連合体」を作る必要性です。 
 

（A さん） 

そう言えば、港区では当地区「勉強会」を含む７つの市民団体が、

「不正は許さない」との観点から、集団で再開発を検証する「再開

発・区民の会」を結成し活動を始めている。先日、準備組合が報じ

た「同意率が 70%を超えた」なる情報も、「区民の会」が即座に区

へ事実確認を求め、区から「70%についての具体的根拠を準備組

合から確認していない」との明確な回答を書面で得たそうだ。 
 

（C 氏） 

今回のロシアによるウクライナ侵攻は、地域住民が単独で自己の

「財産」や「権利」を守ることの難しさを露呈しました。 

私たちが今回学んだこと。それは皆で連携することの大切さではない

でしょうか？区域内で連帯し、更に外部の世界と繋がることで多くの

「知識」が身につき、また有事の際には集団で権利を守ることも可能

となります。上述した「同意率 70%」の信憑性の確認の如く、当

地で起きる問題は、今や区内の市民団体も見守ってくれています。 

 
(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp)      
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